
評書

津
田

評

鈴
木
拓
也
著

『
蝦
夷
と
東
北
戦
争
』
（
戦
争
の
日
本
史
3
）

一

渕
　
原
　
智
　
幸

　
本
書
の
著
者
・
鈴
木
拓
也
氏
は
、
古
代
東
北
史
研
究
の
水
準
を
一
気
に
高

め
る
論
考
を
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
次
々
に
発
表
し
、
今
や
こ
の
分
野
を
代

表
す
る
研
究
者
の
一
人
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
九
〇
年
代
に
お
け
る
氏
の

研
究
は
、
当
時
の
論
考
を
ま
と
め
た
早
筆
『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
㎏
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
八
）
の
書
名
か
ら
も
窺
わ
れ
る
通
り
、
陸
奥
・
出
羽
に

お
け
る
官
制
・
軍
制
や
財
政
構
造
、
あ
る
い
は
公
民
支
配
を
め
ぐ
る
制
度
の

変
遷
と
い
っ
た
基
礎
的
研
究
が
多
く
、
そ
の
手
堅
い
実
証
と
精
緻
な
論
理
に

支
え
ら
れ
た
諸
論
考
は
、
い
ず
れ
も
古
代
東
北
史
を
研
究
す
る
上
で
必
読
と

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
自
ら
の
理
論
的
基
盤
を
固
め
た
鈴
木
氏
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
る
と
、
八
世
紀
頃
の
中
央
に
お
け
る
政
治
動
向
と
、
そ
の
時
々
の
東
北
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

配
と
の
相
互
連
関
を
論
じ
た
研
究
を
相
次
い
で
発
表
し
た
。
い
わ
ば
古
代
政

治
史
の
文
脈
に
、
東
北
史
を
位
置
づ
け
し
直
す
作
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東

北
史
の
更
な
る
精
緻
化
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
の
古
代
国
家
を
考
え
る
上

で
東
北
支
配
が
不
可
欠
の
論
点
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
証
明
す
る
試
み
で

も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
鈴
木
氏
が
八
世
紀
初
頭
～
九
世
紀
初
頭
の

征
夷
を
通
史
的
に
叙
述
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
征
夷
、
す
な
わ
ち
戦
争
の

歴
史
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
は
い
る
が
、
こ
う
し
た
氏
の
研
究
が
随
所
に

反
映
さ
れ
た
結
果
、
本
書
は
古
代
東
北
の
通
史
と
し
て
も
十
分
評
価
し
う
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
光
仁
・
桓
武
朝
の
前
後
に
関
し
て
は
、
中
央
の

政
治
動
向
と
東
北
政
策
と
の
関
係
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の

時
代
に
関
心
を
持
つ
人
々
に
と
っ
て
、
幅
広
く
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ

う
。　
な
お
鈴
木
氏
は
本
書
の
あ
と
が
き
で
、
「
〈
蝦
夷
と
東
北
戦
争
〉
に
つ
い
て

叙
述
す
る
に
は
、
七
世
紀
中
頃
の
阿
倍
比
羅
夫
に
よ
る
北
方
遠
征
か
ら
説
き

起
こ
し
、
九
琶
紀
末
の
元
慶
の
乱
ま
で
を
含
め
る
の
が
通
例
で
あ
る
し
と
認

め
た
上
で
、
あ
え
て
叙
述
期
間
を
絞
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
国
郡
制
支
配

の
領
域
を
面
的
に
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
律
令
制
下
の
征
夷
を
、
（
中

略
）
、
で
き
る
限
り
詳
細
に
跡
づ
け
る
こ
と
も
、
東
北
の
古
代
史
を
理
解
す

る
上
で
意
味
が
あ
る
と
考
え
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
本
書
の
目
的

は
、
古
代
国
家
が
軍
事
力
に
よ
る
面
的
拡
大
を
志
向
し
始
め
て
か
ら
、
こ
れ

を
放
棄
す
る
ま
で
の
約
百
年
間
を
、
政
策
実
施
の
制
度
的
・
理
念
的
背
景
や
、

支
配
の
旦
ハ
体
的
様
相
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
描
く
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

叙
述
期
間
の
長
さ
よ
り
叙
述
内
容
の
一
貫
性
を
重
視
し
た
い
と
い
う
氏
の
判

断
も
、
一
つ
の
見
識
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

律
令
国
家
と
蝦
夷
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
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1
　
奈
良
時
代
前
半
の
辛
夷

　
－
　
律
令
国
家
と
征
夷
／
2
　
和
銅
二
年
の
征
夷
と
出
羽
国
の
成
立
／
3

　
　
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
と
鎮
守
府
の
成
立
／
4
　
神
亀
元
年
の
受
配

　
　
と
俘
囚
の
移
配
／
5
　
天
平
九
年
の
奥
羽
連
絡
路
建
設

H
　
光
仁
朝
の
征
夷

　
－
　
三
十
八
年
戦
争
の
開
始
／
2
　
伊
治
公
砦
麻
呂
の
乱

皿
　
桓
武
装
の
征
夷

　
1
　
延
暦
三
年
の
征
夷
計
画
と
長
岡
遷
都
／
2
　
延
暦
八
年
の
征
夷
と
阿

　
　
登
流
為
の
登
場
／
3
　
延
暦
十
三
年
の
征
夷
と
平
安
遷
都
／
4
　
延
暦

　
　
二
十
年
遅
征
夷
と
阿
弓
一
流
為
の
降
伏

W
　
征
夷
の
終
焉
と
九
世
紀
の
蝦
夷
社
会

　
1
　
辺
境
政
策
の
転
換
／
2
　
文
藻
綿
麻
呂
の
征
夷
／
3
　
移
配
蝦
夷
の

　
　
処
遇
と
闘
争
／
4
　
奥
郡
の
騒
乱

　
　
征
夷
の
側
面
観
（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）

　
な
お
近
年
の
研
究
で
は
（
評
者
の
論
考
を
含
め
て
）
、
古
代
国
家
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
多
分
に
込
め
ら
れ
た
“
征
夷
”
と
い
う
語
を
避
け
る
た
め
、

”
侵
略
”
”
経
略
”
な
ど
と
言
い
換
え
た
り
、
カ
ギ
括
弧
を
付
け
て
「
征

夷
」
と
し
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
が
、
以
下
の
論
述
で
は
鈴
木
氏
の
表
記
法

に
合
わ
せ
る
た
め
、
単
に
征
夷
と
書
く
こ
と
に
す
る
。
同
様
に
、
近
年
は
蝦

夷
・
俘
囚
を
総
称
す
る
場
合
、
片
仮
名
で
エ
ミ
シ
と
書
く
こ
と
も
多
い
が
、

以
下
で
は
単
に
蝦
夷
と
表
記
す
る
。

工

以
下
、
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
征
夷
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
古

代
蝦
夷
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
解
説
し
て
い
る
。
基
本
的
と
は
い
っ
て

も
、
蝦
夷
ア
イ
ヌ
説
と
非
ア
イ
ヌ
説
の
発
展
的
統
合
、
蝦
夷
・
俘
囚
・
夷
俘

の
区
分
法
と
い
っ
た
、
近
年
の
研
究
成
果
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、

一
般
読
者
は
も
ち
ろ
ん
、
他
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
有
用
な
内
容
と
い

え
よ
う
。

　
1
は
、
ま
ず
律
令
制
下
の
征
夷
の
特
徴
や
征
夷
軍
の
構
成
な
ど
、
征
夷
の

概
論
を
述
べ
た
後
（
1
）
、
律
令
制
下
で
初
の
征
夷
と
な
る
和
銅
二
年
（
七

〇
九
）
の
征
夷
か
ら
、
天
平
九
年
（
七
三
七
）
の
奥
羽
連
絡
路
建
設
事
業
ま

で
の
征
夷
・
軍
事
行
動
を
解
説
し
、
そ
の
前
後
に
行
わ
れ
た
東
北
政
策
全
般

に
つ
い
て
も
述
べ
て
ゆ
く
。
特
に
、
養
老
四
年
（
七
　
一
〇
）
の
反
乱
を
契
機

に
構
築
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
神
亀
元
年
体
制
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
氏
自
身
の

研
究
成
果
も
交
え
て
詳
細
か
つ
平
易
に
説
明
し
て
い
る
（
3
）
。
ま
た
、
奥

羽
連
絡
路
建
設
事
業
の
後
、
東
北
で
の
版
図
拡
大
が
二
十
年
に
わ
た
っ
て
中

断
し
た
こ
と
も
指
摘
し
、
そ
の
理
由
を
天
然
痘
流
行
に
よ
る
社
会
の
疲
弊
と
、

大
仏
・
国
分
寺
造
立
事
業
へ
の
国
力
傾
注
に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
平

宝
字
元
年
（
七
五
七
）
に
版
図
拡
大
が
再
開
さ
れ
た
後
、
伊
治
城
の
造
営
な

ど
積
極
策
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
、
次
童
・
の
三
十
八
年
戦
争
の
話
に

つ
な
げ
て
い
く
（
5
）
。

　
H
は
、
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
～
弘
仁
二
年
（
八
＝
）
の
三
十
八
年
戦

争
に
つ
い
て
、
ま
ず
同
戦
争
が
大
規
模
化
・
長
期
化
し
た
要
因
を
国
家
側
・

蝦
夷
側
の
双
方
か
ら
分
析
し
た
後
、
戦
争
の
予
兆
と
な
っ
た
宇
漢
迷
公
点
耳

波
宇
の
逃
亡
事
件
、
最
初
の
戦
闘
と
な
っ
た
桃
生
城
襲
撃
事
件
、
宝
亀
五
年

と
同
七
・
八
年
の
征
夷
、
そ
し
て
宝
亀
十
｛
年
に
発
生
し
た
伊
治
公
砦
麻
呂

の
乱
に
つ
い
て
順
次
述
べ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
此
口
麻
呂
の
乱
に
よ
っ
て
東
北

210 （210）



評香

支
配
が
未
曾
有
の
混
乱
に
陥
っ
た
中
で
桓
武
天
皇
が
即
位
し
た
こ
と
を
記
し
、

次
章
に
つ
な
げ
る
。

　
凱
で
は
、
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
　
・
十
三
年
・
一
一
十
年
の
三
度
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
桓
武
朝
の
斗
星
と
、
そ
の
前
後
に
あ
っ
た
二
度
の
征
夷
計
画
に

つ
い
て
、
造
都
事
業
と
の
関
係
に
留
意
し
つ
つ
解
説
す
る
。
特
に
十
三
年
の

遠
図
に
つ
い
て
は
、
長
岡
廃
都
に
よ
る
延
期
と
、
平
安
遷
都
に
合
わ
せ
た
戦

勝
報
告
に
幽
思
し
、
征
夷
と
造
都
の
リ
ン
ク
に
よ
る
政
治
的
演
出
が
図
ら
れ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
3
）
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
本
書
は
、
こ
の
皿

を
中
心
と
し
て
、
檀
武
朝
前
後
の
政
治
動
向
に
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
お
り
、

こ
の
時
期
に
大
規
模
な
征
夷
が
繰
り
返
さ
れ
た
政
治
的
背
景
が
、
桓
武
の
親

族
関
係
や
政
策
方
針
な
ど
政
治
史
全
体
の
文
脈
の
申
で
理
解
で
き
る
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
る
。

　
N
の
前
半
で
は
、
徳
政
相
論
以
後
、
東
国
が
東
北
支
配
に
関
す
る
負
担
か

ら
解
放
さ
れ
、
東
北
政
策
に
要
す
る
人
と
物
を
奥
羽
両
国
内
で
調
達
す
る
原

則
が
で
き
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
（
1
）
、
胆
沢
城
鎮
守
府
の
成
立
、
斯
波

三
郡
の
成
立
、
文
室
綿
麻
呂
の
征
夷
、
そ
し
て
志
波
城
廃
絶
と
徳
丹
城
造
営

に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
三
十
八
年
戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て
東
北
の

軍
事
的
緊
張
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
と
評
価
し
、
そ
の
影
響
の
一
つ
と
し
て
、

鹿
島
神
宮
の
苗
喬
神
に
対
す
る
奉
幣
が
弘
仁
年
間
に
途
絶
え
た
こ
と
を
指
摘

す
る
（
2
）
。

　
W
の
後
半
で
は
、
三
十
八
年
戦
争
後
の
蝦
夷
に
つ
い
て
、
移
配
さ
れ
た
蝦

夷
と
東
北
に
残
っ
た
蝦
夷
と
に
分
け
て
概
観
す
る
。
移
配
蝦
夷
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
移
配
の
主
な
臨
的
を
蝦
夷
の
勢
力
分
断
と
説
明
し
た
上
で
、
彼
ら
が
移

豊
後
も
反
乱
と
越
訴
に
よ
る
抵
抗
を
続
け
、
調
庸
民
化
が
一
向
に
進
展
し
な

か
っ
た
こ
と
や
、
移
配
蝦
夷
の
軍
事
的
活
用
は
調
詰
番
化
を
断
念
し
た
後
の

二
次
的
利
用
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
（
3
）
。
一
方
、
東
北
に
残

っ
た
蝦
夷
に
つ
い
て
は
、
九
世
紀
申
葉
の
陸
奥
で
発
生
し
た
、
い
わ
ゆ
る
奥

郡
の
騒
乱
を
中
心
に
述
べ
る
。
ま
ず
騒
乱
の
原
因
を
蝦
夷
の
入
京
越
訴
禁
止

措
置
に
求
め
た
上
で
、
こ
う
し
た
騒
乱
の
鎮
圧
に
功
の
あ
っ
た
蝦
夷
系
豪
族

が
国
家
側
に
登
用
さ
れ
、
や
が
て
乱
暴
郡
の
安
倍
氏
や
山
北
三
郡
の
清
原
氏

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
展
望
す
る
。
そ
し
て
、
三
十
八
年
戦
争
後
の
国
家

は
蝦
夷
支
配
を
一
地
域
の
問
題
と
し
て
倭
小
化
す
る
一
方
、
近
国
の
移
配
蝦

夷
を
年
中
行
事
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
門
東
夷
の
小
帝
国
」
と
し
て
の
権

威
を
飾
ろ
う
と
し
た
と
述
べ
て
、
本
論
を
閉
じ
る
（
4
）
。

　
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
、
本
論
の
補
遺
と
し
て
、
い
く
つ
か
各
論
を
述
べ
る
。

征
夷
の
“
成
果
”
は
版
図
の
拡
大
の
み
で
あ
り
、
税
収
の
増
大
に
は
結
び
つ

か
な
か
っ
た
こ
と
、
征
夷
の
最
中
も
終
結
後
も
北
方
交
易
が
盛
行
し
て
い
た

こ
と
、
九
世
紀
以
降
の
東
国
で
治
安
が
乱
れ
た
一
因
は
、
征
夷
の
兵
靖
基
地

と
し
て
武
力
的
基
盤
の
充
実
が
図
ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
な
ど
で

あ
る
。

蕊

　
本
書
は
鈴
木
氏
自
身
の
優
れ
た
研
究
成
果
に
加
え
、
最
新
の
学
説
や
発
掘

成
果
も
積
極
的
に
採
り
入
れ
て
あ
り
、
全
体
と
し
て
出
色
の
水
準
に
あ
る
こ

と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
、
個
別
の
論
点
に
お
い
て
は
疑
問
の
残
る
部
分
も
あ

る
の
で
、
以
下
に
主
な
も
の
を
述
べ
て
お
く
。

　
ま
ず
、
天
平
十
年
の
俘
囚
移
配
と
、
同
九
年
以
前
の
軍
事
行
動
と
の
関
係

に
つ
い
て
。
こ
の
移
配
に
つ
い
て
鈴
木
氏
は
、
他
の
移
通
例
と
併
せ
、
「
征

夷
に
よ
っ
て
国
家
側
に
投
降
し
た
蝦
夷
を
諸
国
に
分
散
さ
せ
、
蝦
夷
の
勢
力

を
弱
体
化
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
た
」
と
す
る
が
（
二
四
九
頁
）
、
氏
自
身
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も
述
べ
る
通
り
、
同
九
年
の
奥
羽
連
絡
路
建
設
事
業
で
は
戦
闘
が
　
度
も
行

わ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
同
事
業
に
先
立
っ
て
同
八
年
四
月
以
前
に
軍
事
行

動
が
行
わ
れ
た
の
は
確
か
な
の
で
（
呪
続
日
本
紀
駈
同
年
四
月
戊
寅
条
）
、
一

般
に
は
、
こ
の
と
き
帰
降
し
た
入
々
を
同
十
年
に
移
配
し
た
と
解
釈
す
る
場

合
が
多
く
、
鈴
木
氏
も
こ
の
見
解
に
従
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
戦
闘
終
結
か
ら
約
二
年
も
経
っ
て
帰
降
者
を
移
配
す
る
と
い
う

の
は
、
時
期
が
ず
れ
す
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
例
え
ば
神
亀
一
一
年

の
俘
囚
而
立
は
、
前
年
の
蕃
夷
終
結
か
ら
数
ヶ
月
後
に
実
施
さ
れ
て
い
る
し
、

宝
亀
七
年
の
移
配
は
、
同
年
の
征
夷
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
み
て
よ

　
　
②

か
ろ
う
。
ま
た
、
天
平
八
年
四
月
以
前
の
軍
事
行
動
で
帰
降
し
た
人
の
中
に

は
、
戦
勝
の
証
拠
と
し
て
都
へ
連
行
さ
れ
、
天
皇
へ
進
上
さ
れ
た
人
も
い
た

と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
が
移
配
な
い
し
は
班
賜
さ
れ
る
ま
で
一
一
年
も
天
皇
の

許
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
軍
事
行
動
に
伴
う
俘
囚

移
配
は
、
も
し
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
天
平
九
年
ま
で
に
は
完
了
し
た
と
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
天
平
十
年
の
俘
囚
移
配

は
、
前
年
の
防
入
停
止
に
よ
る
東
国
兵
士
の
帰
還
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
同
年
の
筑
後
国
正
密
漁
に
は
、
俘
囚
に
食
料
を
支
給
し
た
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
移
配
俘
囚
へ
の
禄
物
支
給
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
の
は
延
暦

十
七
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
正
税
帳
に
よ
れ
ば
、
俘
囚
へ
の

食
料
支
給
は
四
月
二
十
六
日
か
ら
一
斉
に
始
め
ら
れ
、
大
部
分
の
者
は
年
末

ま
で
支
給
を
受
け
る
も
の
の
、
～
部
の
者
は
十
一
一
月
三
口
・
十
～
月
九
日
前

ど
変
則
的
な
時
期
で
支
給
が
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
の
周
防
国
正
税

帳
に
よ
れ
ば
、
こ
の
四
月
と
い
う
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
防
人
ら
が
東
国
へ
の

帰
還
を
始
め
た
頃
に
当
た
る
。

　
以
上
よ
り
、
同
年
の
九
州
で
は
防
人
の
代
替
兵
力
（
の
一
部
）
と
し
て
俘

囚
が
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
筑
後
に
お
け
る
食
料
支
給
は
、
兵

役
に
就
い
て
い
た
俘
囚
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

同
年
の
俘
囚
移
配
も
、
前
々
年
の
軍
事
行
動
と
直
接
の
関
係
は
な
く
、
以
前

か
ら
陸
奥
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
俘
囚
を
軍
事
的
に
利
用
す
る
た
め
九
州
へ

送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
氏
は
、
移
配
蝦
夷
の
軍
事
的
利
用
は
九
世

紀
初
頭
に
始
ま
る
と
推
定
し
て
い
る
が
（
二
四
九
頁
）
、
恒
常
的
な
利
用
は

と
も
か
く
、
一
時
的
・
代
替
的
利
用
は
か
な
り
早
く
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
次
に
陸
奥
北
部
の
諸
説
に
つ
い
て
。
鈴
木
氏
は
、
胆
沢
・
江
刺
・
磐
井
の

三
郡
が
胆
沢
城
の
広
域
支
配
下
に
置
か
れ
た
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
胆
沢
三
郡

説
を
踏
襲
し
て
い
る
が
（
一
六
頁
・
二
〇
七
頁
）
、
こ
の
説
は
実
証
性
に
問

　
　
　
③

題
が
あ
る
。
同
説
を
支
持
し
続
け
る
な
ら
、
新
た
な
論
証
の
提
示
が
必
要
だ

ろ
う
。

　
ま
た
斯
波
三
郡
に
つ
い
て
、
「
蝦
夷
郡
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
扁
（
二

三
四
頁
）
と
す
る
こ
と
自
体
は
問
題
な
い
が
、
そ
の
論
拠
と
し
て
『
延
喜

式
』
民
部
上
に
郡
名
が
載
っ
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。

課
役
賦
課
な
ど
の
有
無
が
郡
名
不
記
載
の
理
由
に
な
ら
な
い
こ
と
は
以
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
論
じ
た
通
り
で
あ
り
、
実
際
、
同
じ
蝦
夷
郡
と
し
て
立
郡
さ
れ
た
遠
田
郡

は
同
式
に
載
っ
て
い
る
。
「
遠
田
郡
は
賜
姓
な
ど
で
公
民
化
が
進
み
蝦
夷
郡

で
は
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
は
斯
波
三
郡
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
通
説
逓
り
、
三
郡
は
俘
囚
の
騒

乱
を
克
服
し
、
九
世
紀
を
通
じ
て
支
配
を
維
持
し
た
と
考
え
る
な
ら
、
尚
更

で
あ
ろ
う
。
ま
た
以
前
述
べ
た
逓
り
、
こ
う
し
た
説
明
で
は
『
和
名
類
聚

抄
』
に
三
郡
が
載
っ
て
い
な
い
理
由
を
説
明
で
き
な
い
。
一
部
の
研
究
者
は
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評書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

池
擾
彌
氏
の
分
析
を
根
拠
に
、
「
和
名
抄
の
郷
名
は
九
世
紀
前
半
の
デ
ー
タ

に
基
づ
く
も
の
だ
か
ら
、
九
世
紀
半
ば
の
俘
囚
騒
乱
と
斯
波
三
郡
不
記
載
を

結
び
つ
け
る
渕
原
説
は
成
立
し
な
い
」
と
唱
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
池
邊
氏

の
分
析
は
問
題
が
多
く
、
実
際
は
十
世
紀
前
半
の
デ
ー
タ
と
み
て
大
過
な
い

　
　
　
　
⑥

と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
鹿
島
苗
論
纂
が
陸
奥
国
内
に
広
ま
っ
た
時
期
に
つ
い
て
。
鈴
木
氏

は
、
「
延
暦
年
間
の
初
め
に
は
、
鹿
島
苗
商
神
は
ご
く
少
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
」
と
し
、
桓
厳
酷
の
征
夷
を
通
じ
て
門
衛
神
が
増
大
し
た
と
す
る
（
二

四
七
頁
）
。
そ
の
根
拠
は
、
①
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
）

正
月
廿
日
条
や
、
『
類
聚
三
代
格
』
巻
～
の
同
日
官
符
に
、
鹿
島
神
宮
が

「
延
暦
以
往
」
1
1
延
暦
以
後
、
陸
奥
国
内
の
苗
石
神
三
十
八
社
に
奉
幣
し
て

い
た
と
あ
る
、
②
陸
奥
の
鹿
島
神
へ
勲
位
・
封
戸
を
授
け
た
旨
を
伝
え
る

『
続
日
本
両
開
延
暦
元
年
五
月
壬
寅
条
に
、
神
社
の
所
在
郡
名
が
載
っ
て
い

な
い
（
つ
ま
り
郡
名
を
記
さ
ず
と
も
特
定
で
き
る
ほ
ど
苗
奇
話
が
少
な
か
っ

た
）
、
の
二
点
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
う
ち
①
に
つ
い
て
は
、
「
以
往
扁
な
る
語
が
古
来
よ
り

「
以
前
」
「
以
後
扁
両
方
の
意
味
で
混
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
り
、
特
に
「
以
来
」
「
以
降
」
な
ど
の
語
が
直
後
に
来
る
場
合
は
（
例

え
ば
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
四
年
八
月
辛
亥
条
）
、
「
以
往
一
を
「
以
前
」
の
意

味
に
と
り
、
あ
る
時
点
よ
り
「
前
繍
と
「
後
」
を
対
比
し
て
い
る
と
読
む
の

が
普
通
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
当
該
史
料
に
は
、
「
延
暦
以
往
扁
の
状
況
を
述

べ
た
直
後
に
「
弘
仁
以
来
偏
の
状
況
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
場

合
の
「
以
往
」
は
「
以
前
」
の
意
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
ま
た
②
の
史
料
に
み
え
る
鹿
島
神
は
、
『
新
篇
格
勅
書
抄
』
開
封
部
の
大

同
元
年
牒
に
み
え
る
「
鹿
嶋
神
　
二
戸
く
陸
奥
国
　
延
暦
元
年
五
月
廿
四
日

符
と
を
さ
す
と
み
て
よ
い
が
、
こ
の
牒
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
約
一
七
〇
社

（
大
同
元
年
当
時
に
封
戸
を
有
し
て
い
た
神
社
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
と

み
て
よ
い
）
の
う
ち
、
こ
の
よ
う
に
苗
筒
神
の
社
が
本
社
（
こ
の
場
合
は
鹿

島
神
宮
）
と
別
に
封
戸
を
有
し
て
い
る
例
は
、
他
に
は
「
大
宰
神
位
」
と
し

て
別
記
さ
れ
た
大
神
神
・
住
吉
神
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
、
ま
ず
例
外

的
存
在
と
言
っ
て
よ
い
。
も
し
同
牒
の
記
載
が
事
実
な
ら
、
こ
の
鹿
島
神
は

通
常
の
苗
喬
神
と
は
全
く
性
格
が
異
な
る
、
い
わ
ば
独
立
性
の
強
い
特
殊
な

社
だ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
ま
た
も
し
同
牒
の
記
載
が
単
な
る
重
出
の
類

だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
延
暦
元
年
に
勲
位
・
封
戸
を
賜
っ
た
の
は
鹿
島
神
宮
そ

の
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
所
在
郡
名
を
わ
ざ
わ
ざ
書
か
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ど
ち
ら
を
是
と
す
べ
き
か
は
、
ま
だ
評
者
に
も
断
案
が

な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
②
の
史
料
に
み
え
る
鹿
島
神
は
、
普
通
の
鹿
島
苗

窩
神
と
は
別
格
の
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
延
暦
年
間
の
初
め
に
は
、

鹿
島
苗
喬
神
は
ご
く
少
な
か
っ
た
」
と
は
判
断
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
①
の
史
料
や
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
載
る
陸
奥
国
内
の
鹿
島

苗
商
神
は
、
宮
城
郡
（
多
賀
城
所
在
郡
）
以
南
で
は
海
道
沿
い
に
集
申
し
て

い
る
の
に
対
し
、
宮
城
郡
以
北
で
は
里
…
川
以
北
十
郡
内
に
の
み
、
山
道
・
海

道
を
問
わ
ず
分
布
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
熊
田
亮
介
氏
は
、
こ
の
う

ち
主
に
宮
城
郡
以
爾
で
の
分
布
に
つ
い
て
、
常
陸
か
ら
海
道
を
北
上
す
る
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

路
に
沿
っ
て
鹿
島
神
が
勧
請
さ
れ
た
こ
と
の
反
映
と
み
て
お
り
、
概
ね
妥
当

な
見
解
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
苗
喬
神
が
祀
ら
れ
た
時
期
は
、

石
城
国
が
分
置
さ
れ
独
自
の
駅
路
が
置
か
れ
た
八
世
紀
前
葉
ま
で
遡
る
可
能

性
も
出
て
く
る
。

　
一
方
、
黒
川
以
北
十
郡
に
お
け
る
抑
留
神
の
散
在
状
況
に
つ
い
て
は
、
鹿

島
信
仰
を
持
つ
常
陸
周
辺
の
人
々
が
当
該
地
域
へ
移
住
し
た
際
、
海
道
な
い
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し
は
海
上
交
通
路
に
沿
っ
て
自
然
に
北
上
す
る
形
を
と
ら
ず
、
人
為
的
に
十

郡
全
域
へ
配
置
さ
れ
る
形
を
と
っ
た
（
い
わ
ば
人
為
的
に
シ
ャ
ッ
フ
ル
さ
れ

た
）
こ
と
の
反
映
と
考
え
る
と
説
明
し
や
す
い
。
こ
れ
は
、
同
郡
域
へ
の
一

斉
移
民
が
行
わ
れ
た
八
世
紀
前
葉
の
時
点
で
、
既
に
鹿
島
神
の
勧
請
が
行
わ

れ
て
い
た
（
少
な
く
と
も
鹿
島
信
仰
が
流
入
し
て
い
た
）
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
よ
り
陸
奥
の
鹿
島
苗
準
則
は
、
桓
章
々
以
前
か
ら
少
な
か
ら
ず
存
在
し

た
可
能
性
が
高
い
。四

　
評
者
は
以
前
、
三
十
八
年
戦
争
の
後
半
期
に
行
わ
れ
た
懐
柔
策
に
つ
い
て

考
察
し
、
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
蝦
夷
移
監
に
は
懐
柔
策
と
し
て
の
側
面
が

　
　
　
　
　
　
⑧

あ
っ
た
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
鈴
木
氏
の
賛
同
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
、
本
書
で
は
当
時
の
蝦
夷
移
配
に
つ
い
て
全
く
違
っ
た
位
置
づ
け

が
な
さ
れ
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
で
あ
ま
り
詳
論
は
で
き
な
い
が
、
最
後
に

こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
く
。

　
鈴
木
氏
は
、
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
ま
で
移
配
蝦
夷
に
調
庸
が
課
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
「
そ
の
よ
う
な
支
配
方
式
が
、
延
麿
十
三
年

の
征
夷
に
伴
う
蝦
夷
の
大
量
記
号
に
よ
っ
て
破
綻
し
た
」
（
二
五
三
頁
）
か

ら
、
彼
ら
へ
の
晒
蝋
免
除
が
始
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
氏
も
別
稿
で

　
　
　
　
⑨

認
め
る
通
り
、
十
三
年
の
征
夷
で
移
配
さ
れ
た
蝦
夷
は
、
当
初
三
年
問
の
調

庸
を
免
除
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
の
調
庸
は
延
暦
十
七

年
ま
で
問
題
化
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
四
月
に
は
、
群
々
蝦

夷
の
調
庸
免
除
が
改
め
て
決
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
同
戦
争
後
半
期
に
移
配
さ

れ
た
蝦
夷
は
、
結
局
一
度
も
調
庸
を
負
担
せ
ず
に
済
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し

て
同
十
九
年
に
班
田
が
行
わ
れ
る
と
、
翌
年
に
は
移
審
蝦
夷
の
田
租
免
除
が

決
定
さ
れ
、
こ
の
措
置
は
少
な
く
と
も
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
ま
で
続
く
。

公
出
挙
な
ど
他
の
税
目
も
課
さ
れ
た
徴
証
は
な
く
、
む
し
ろ
饗
賜
の
実
施
や

公
根
支
給
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、
彼
ら
は
翼
下
後
、
少
な
く
と
も
約
二
十
年

間
、
一
度
も
徴
税
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
延
暦
十
七
年
ま
で
の
支
配
方
式
が
実
際
に
「
破
綻
し
た
」

こ
と
は
な
い
。
破
綻
す
る
ま
で
も
な
く
、
支
配
方
式
の
転
換
が
着
々
と
進
め

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
評
者
は
以
前
か
ら
、
同
戦
争
の
前
半
と
後
半
で
移
配

政
策
の
意
味
が
大
き
く
変
化
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
鈴
木
氏
は
後
半
期
の

移
配
の
懐
柔
策
的
側
面
を
低
く
評
価
す
る
た
め
、
両
時
期
の
差
を
無
理
に
小

さ
く
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
評
者
が
注
目
し
た
移
配
蝦
夷
へ
の
厚
遇
に
つ
い
て
、
鈴
木
氏
は
、

厚
遇
を
受
け
た
の
は
飽
く
ま
で
一
握
り
の
者
の
み
で
あ
り
、
大
多
数
の
心
配

蝦
夷
は
貧
困
に
陥
っ
た
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
弱
い
。
例
え
ば
氏
は
延
暦

十
九
年
の
班
田
に
つ
い
て
、
「
全
国
的
な
ロ
分
田
の
不
足
と
班
田
収
授
章
の

衰
退
の
中
で
、
彼
ら
に
満
足
な
口
分
照
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た

い
」
（
二
五
四
頁
）
と
す
る
が
、
そ
れ
は
一
般
百
姓
も
同
様
で
あ
る
。
移
配

蝦
夷
の
曝
露
田
だ
け
が
殊
更
に
少
な
く
さ
れ
た
と
み
る
根
拠
は
な
い
し
、
ま

し
て
彼
ら
だ
け
が
一
般
百
姓
よ
り
貧
し
く
な
っ
た
と
み
る
根
拠
は
な
い
。
こ

う
し
た
根
拠
の
乏
し
い
推
論
は
、
他
に
も
例
え
ば
、
「
移
配
蝦
夷
の
犯
罪
と

し
て
、
牛
馬
の
略
取
や
強
姦
な
ど
が
散
見
す
る
が
、
（
中
略
）
牛
馬
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

引
き
や
、
百
姓
の
娘
と
の
婚
姻
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
っ
た
可
能
性
も
皆

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

無
で
は
な
い
」
（
二
六
｝
頁
、
傍
点
評
者
）
な
ど
各
所
に
散
見
さ
れ
る
が
、

総
じ
て
鈴
木
氏
は
、
国
家
の
理
不
尽
な
政
策
に
抵
抗
し
た
人
々
を
取
り
上
げ

よ
う
と
す
る
時
、
や
や
論
証
が
甘
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
例
え
ば
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
前
半
の
神
火
事
件
に
つ
い
て
、
鈴
木
氏
は
、
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「
征
夷
に
関
わ
る
負
担
、
特
に
軍
艦
の
負
担
に
対
す
る
抵
抗
と
み
る
べ
き
」

と
し
て
い
る
（
一
一
八
＝
貝
）
。
確
か
に
、
か
つ
て
は
神
火
事
件
と
征
夷
を
結

び
つ
け
る
研
究
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
近
年
こ
う
し
た
見
方
は
影
を
ひ
そ
め

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
神
火
事
件
は
遅
く
と
も
天
平
宝
字
七
年
以
前
、
つ

ま
り
三
十
八
年
戦
争
開
始
の
十
年
以
上
前
に
は
発
生
し
て
い
た
し
（
『
薬
日

本
紀
』
同
年
九
月
庚
子
朔
条
）
、
そ
の
後
、
東
国
が
征
夷
の
負
担
を
解
か
れ

た
弘
仁
・
承
和
年
間
に
至
っ
て
も
発
生
し
続
け
て
い
る
。
逆
に
、
最
も
大
規

模
な
三
口
が
行
わ
れ
た
延
暦
年
間
は
、
前
後
の
時
期
よ
り
神
火
の
記
事
が
減

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
征
夷
の
実
施
時
期
や
そ
の
規
模
と
、
神
火
発
生
と
の
間

に
は
有
意
な
関
係
が
見
出
し
得
な
い
。
や
は
り
神
火
事
件
は
、
郡
司
任
用
を

め
ぐ
る
混
乱
を
は
じ
め
、
当
該
期
の
郡
司
制
度
や
地
方
支
配
の
変
容
と
絡
め

て
考
え
る
べ
き
問
題
で
、
征
夷
に
対
す
る
抵
抗
と
い
っ
た
性
格
は
希
薄
、
な

い
し
は
副
次
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
や
や
批
判
め
い
た
こ
と
も
書
い
た
が
、
本
書
が
征
夷
お
よ
び
古
代

東
北
の
通
史
と
し
て
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
再
三
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

ま
た
評
者
の
誤
解
や
不
勉
強
に
よ
っ
て
、
鈴
木
氏
の
意
図
を
正
し
く
酌
み
取

れ
な
か
っ
た
点
も
あ
ろ
う
か
と
恐
れ
る
が
、
氏
の
ご
海
容
を
願
い
つ
つ
欄
筆

す
る
。

　
①
鈴
木
拓
也
「
桓
三
朝
の
征
夷
と
造
都
に
関
す
る
試
論
」
（
讐
文
学
・
芸
術
・
文

　
　
化
隔
一
三
一
二
、
二
〇
〇
二
）
、
「
国
境
の
城
と
碑
」
（
欄
文
字
と
古
代
日
本
臨
2
、

　
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
）
、
「
天
平
九
年
以
後
に
お
け
る
版
図
拡
大
の
中
断
と
そ

　
の
背
景
」
（
隅
影
響
古
代
史
論
叢
隔
今
野
印
刷
、
二
〇
〇
八
）
な
ど
。

②
菊
池
賢
「
3
8
年
戦
争
と
蝦
夷
移
配
偏
（
欄
（
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文

　
化
財
セ
ン
タ
ー
紀
要
駈
ニ
ニ
、
二
〇
〇
三
）
四
〇
～
四
二
頁
。

③
渕
原
「
磐
井
郡
の
成
立
」
（
『
古
代
文
化
臨
五
七
－
六
、
二
〇
〇
五
）
。

④
嗣
子
門
平
安
前
期
東
北
史
研
究
の
再
検
討
」
（
『
史
林
島
八
五
－
三
、
二
〇
〇

　
二
）
。

⑤
池
邊
彌
『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
駅
名
考
証
匝
（
吉
擢
弘
文
館
、
一
九
八
｝
）
三

　
七
・
三
八
頁
。

⑥
坂
上
康
俊
「
奈
良
平
安
時
代
人
並
デ
…
タ
の
再
検
討
」
（
明
日
本
史
研
究
鰍
五
三

　
⊥
ハ
、
　
二
〇
〇
じ
七
）
。

⑦
熊
田
亮
介
爾
斗
酒
』
と
鹿
島
苗
衛
神
」
（
『
古
代
国
家
と
東
北
匝
吉
規
弘
文
館
、

　
二
〇
〇
三
）
。

⑧
渕
原
「
九
世
紀
陸
奥
国
の
蝦
夷
・
俘
囚
支
配
」
（
『
日
本
史
研
究
盛
五
〇
八
、
二

　
〇
〇
四
）
。

⑨
鈴
木
拓
也
「
蝦
夷
の
入
京
越
訴
扁
（
剛
九
世
紀
の
蝦
夷
社
会
』
高
志
書
院
、
二
〇

　
〇
七
）
七
八
頁
。

（
四
志
ハ
邨
刊
　
二
九
五
頁
　
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
弘
文
館
　
二
五
〇
〇
円
＋
税
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

評誉
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